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え
り
も
の
味
で
地
域
お
こ
し

え
り
も
「
鍋
」
自
慢
大
会

鍋
料
理
を
通
し
て
え
り
も
の
食
の

魅
力
を
再
発
見
し
、「
え
り
も
の
味
」

を
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

え
り
も
地
域
力
発
掘
協
議
会
（
高
橋

祐
之
会
長
）
主
催
の
え
り
も
「
鍋
」

自
慢
大
会
が
三
月
二
日
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

六
団
体
が
出
品
し
、
み
ど
り
自
治

会
の
「
え
り
も
山
海
つ
く
ね
ち
ゃ
ん

鍋
」
、
柏
台
自
治
会
の
「
た
ら
ち
り

鍋
」、
Ｙ
・
Ｗ
産
業
の
「
え
り
も
も
み

じ
鍋
」
、
入
山
佐
水
産
の
「
漁
師
の
三

平
汁
」、
小
林
博
子
さ
ん
グ
ル
ー
プ

の
「
春
ま
ち
鍋
」、
守

人

ま
ぶ
り
っ
と

の
「
え
り
も
短
角
牛
ぷ
り

ぷ
り
コ
ラ
ー
ゲ
ン
鍋
」
と

い
っ
た
、
え
り
も
の
海
と

山
の
幸
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
た
多
種
多
彩
な
鍋
が

並
び
、
来
場
者
は
汗
を
か

き
な
が
ら
え
り
も
の
味
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
が
印
象
に
残
っ

た
鍋
に
投
票
す
る
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
入
山
佐
水
産

の
「
漁
師
の
三
平
汁
」
が

一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

もっとも支持を集めた
入山佐水産の「漁師の三平汁」
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新たな子育て支援事業が
始まります

えりも町は、子育て世帯の負担軽減と児童福祉の向上を目的に

「すこやか赤ちゃん誕生祝金支給事業」と「子育て世帯医療費支援事業」を

子育て世帯支援事業として新たに始めます。

現
在
、
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

の
一
部
ま
で
を
対
象
と
し
て
い

る
医
療
費
助
成
事
業
を
中
学
生

ま
で
の
通
院
・
入
院
に
拡
大
し
、

窓
口
負
担
分
を
地
域
商
品
券
で

還
元
し
ま
す
。

◇
対
象

0
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
い
る
世
帯
で
す
。

◇
助
成
額

対
象
世
帯
の
お
子
さ
ん
の
医

療
費
支
払
額
が
、
一
か
月
分

◇
対
象

今
年
四
月
一
日
以
降
に
、
出

産
に
よ
っ
て
子
の
父
又
は
母
に

な
っ
た
方
で
、
出
産
の
日
に
え

り
も
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

◇
支
給
内
容

お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
、
三

万
円
と
し
ま
す
。

一
万
円
を
地
域
商
品
券
で
支

給
し
、
残
り
の
二
万
円
は
地
域

子
育
て
世
帯
医
療
費

支
援
事
業

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
祝
金
支
給
事
業

商
品
券
か
現
金
で
の
受
け
取
り

を
選
択
で
き
ま
す
。

◇
手
続
き

出
生
届
（
窓
口
は
町
民
生
活

課
戸
籍
係
）
を
出
し
た
と
き
な

ど
に
、
同
じ
課
の
社
会
係
で
手

続
き
が
必
要
で
す
（
手
続
き
は

出
生
の
日
か
ら
三
か
月
以
内
）
。

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
預
金
通
帳
（
現
金
を

選
択
し
た
場
合
）

◇
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
社
会
係

緯
二
‐
四
六
二
一

（
月
の
初
日
か
ら
月
末
ま
で
）

で
千
円
以
上
に
な
っ
た
場
合
、

そ
の
医
療
費
に
応
じ
て
町
内
の

取
扱
店
で
買
い
物
が
で
き
る
地

域
商
品
券
（
五
百
円
券
）
で
還

元
し
ま
す
。

※
平
成
二
十
五
年
四
月
診
療
分

か
ら
対
象
で
す
。
五
月
か
ら
申

請
受
付
を
行
う
予
定
で
す
。
四

月
分
の
領
収
書
の
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

緯
二
‐
四
六
二
二
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地域商品券支給枚数医療費支払額
支給対象外です。1,000～1,990円
500円券×1枚（1,500円分）1,000～1,490円
500円券×2枚（1,000円分）1,500～1,990円
500円券×3枚（1,500円分）2,000～2,490円
500円券×4枚（2,000円分）2,500～2,990円

《医療費支払額ごとの地域商品券支給枚数の例》

ご
存
知
で
し
た
か
。

え
り
も
町
の
保
育
料
は

子
育
て
世
帯
に
や
さ
し
い

料
金
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●そのほかの主な子育て支援事業

町民生活課社会係（緯2-4621）母子家庭児童福祉手当

〃児童手当

保健福祉課医療給付係（緯2-4622）乳幼児医療費・ひとり親等家庭児童医療費助成事業

〃未熟児養育医療費助成事業

〃歯科健診事業

保健福祉課保健予防係（緯2-4630）ＢＣＧ等予防接種事業（ＢＣＧ外８種）

〃乳幼児健診事業

〃パパママ教室開催

学校教育課学校管理係（緯2-2525）私立幼稚園就園奨励費補助金

えりも町の保育料は国基準のお

よそ２分の１。

日高管内のほかのまちと比べて

も、１０区分ある保育料の階層区分

のうち、７区分で一番安価な料金

を設定しています。残り３区分で

も管内で二番目に安価な料金です。

さらに、保育料を決める要素の

一つである所得税額が、税制改正

による年少扶養控除及び特定扶養

控除廃止により増額となりました

が、えりも町では税制改正前の所

得税を再計算のうえ保育料を算定

するとともに、２人目の保育料を

半額、３人目は１割負担とし、世

帯の負担を軽減させたものとなっ

ています。

子育て世帯医療費支援事業

世帯の子どもの医療費支払額が月1,000円以上に

なった場合→ 地域商品券の支給対象になります。

地域商品券の支給対象世帯から、役場窓口（保健

福祉課医療給付係）で申請します。

※領収書、印鑑、保険証等が必要です。

医療費支払いから地域商品券受け取りまでの流れ

※「子どもの医療費支払額」は、その世帯の子ども全員分を
合計します。

※「世帯の負担額」は、子どもの人数に関係なく500円です。
※「地域商品券支給対象額」を500で割り返した枚数の地域

商品券（500円券）が支給されます。小数点以下は切捨て
です。

1月分の子どもの
医療費支払額

(保険診療分のみ)

地域商品券
支給対象額

★地域商品券の支給額計算方法

世帯の
負担額

（500円）
－ ＝

役場窓口で対象世帯に地域商品券を支給します。

（原則その日のうちに支給します。）



4

昨
年
六
月
、
北
海
道
が
新
た
に
津

波
浸
水
予
測
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
基

に
作
成
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
「
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
た
浸
水

予
測
は
、
太

平
洋
沿
岸
各
所
で
行
わ

れ
た
津
波
堆
積
物
調
査
を
踏
ま
え
て

津
波
の
最
大
値
を
想
定
し
た
も
の
で

す
。
津
波
は
、
震
源
地
の
位
置
な
ど
で

そ
の
性
質
が
変
わ
る
た
め
、
記
載
さ
れ

た
と
お
り
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
に
配
布
し
た
五

百
年
間
隔
地
震
に
よ
る
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
同

様
に
注
意
が
必
要
で
す
。

今
回
作
成
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
、
避
難
等
を
検
討
す
る
上
で
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
え
り

も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
段
参
照
）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

現
在
、「
え
り
も
町
防
災

情
報
メ
ー
ル
」
は
、
配
信
登

録
を
し
て
い
る
方
に
防
災

情
報
や
防
災
行
政
無
線
情

報
を
配
信
し
て
い
ま
す

が
、
四
月
一
日
よ
り
新
し

い
機
能
を
追
加
し
ま
し
た
。

追
加
す
る
機
能
は
、
ド

コ
モ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、

さ
ら
に
a
u
と
ソ
フ
ト
バ

エ
ー
ユ
ー

ン
ク
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル

を
一
斉
配
信
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
携
帯

電
話
を
お
持
ち
の
方
々
へ

津波ハザードマップを配布します。

情
報
配
信
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
能
の
追
加
に

伴
っ
て
配
信
試
験
を
行

い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

道の津波浸水予測を基にした

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
機
能
追
加
に
伴
い
、

試
験
配
信
を
行
い
ま
す
。

煙情報利用料は無料ですが、
通信料は自己負担です。

災害情報、通行止め情報、
地震・津波情報などを配信
します。

ＱＲコードが利用できない
場 合は、t-erimo@sg-m.jp
へ空メールしてください。

えりも町
防災情報メール

煙迷惑メールの受信拒否設
定をしている方は、「sg-
m」ドメインからのメール
を受信できるように設定
してください。

◎
配
信
試
験
日

四
月
十
日
（
水
）

九
時
三
十
分
か
ら

十
時
ま
で
の
間
に

二
回
配
信
し
ま
す
。

「
消
す
ま
で
は

出
な
い

行
か
な
い

離
れ
な
い
」
を

全
国
統
一
防
火
標
語
に
掲

げ
、
四
月
二
十
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
十
一
日
間
、

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

冬
か
ら
春
へ
と
季
節
が

移
り
変
わ
る
こ
の
時
期

は
、
非
常
に
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

春の火災予防運動が

始まります!!

く
、
大
火
に
な
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
運
動
の
目
的
は
、
町
民
み
な
さ
ん

に
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
・
拡
大
を
未

然
に
防
止
し
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産

を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

消
防
え
り
も
支
署
で
は
、
火
災
予
防
啓

発
の
一
環
と
し
て
、
期
間
中
、
毎
日
十
二

時
五
分
に
町
内
全
地
区
一
斉
に
防
災
無
線

の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
火
を
取
り
扱
う

人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
原
因
で
発

生
し
て
い
ま
す
。「
風
の
強
い
時
は
火
入

れ
を
し
な
い
」、「
コ
ン
ロ
に
火
を
つ
け
た

状
態
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
」
な
ど
火
気

管
理
に
は
十
分
注
意
を
払
い
、
出
火
防
止

に
努
め
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

消
防
え
り
も
支
署

緯
二
‐
二
〇
三
八

えりも町ホームページ
http://www.town.erimo.hokkaido.jp
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4月1日付けで、町職員の人事異動が

ありましたのでお知らせいたします。

■課・係の再編等

◎建設水道課土木第１係を「港湾・河

川係」に、さらに土木第２係を「道

路係」に変更します。

◎保健福祉課に「保健指導係」を新設

します。

◎学校教育課の「経理係」を廃止しま

す。

■町職員人事異動

≪総務課≫庶務係兼職員厚生係兼行財

政改革推進室行革係～脇元優斗葛職員

厚生係長～富沢有希子葛財政係長兼行

財政改革推進室行革担当～山本奨葛情

報管理係長兼行財政改革推進室行革担

当～伊吹達也

≪企画課≫課長～高橋誠也葛振興係長

～藤井大吾葛防災係～大石侑葛広報係

長～運上英幸葛振興係兼広報係～川村

幸哉

≪税務課≫課長～斉藤昌文葛課税係～

横嶋賢二葛納税係～東大輔

≪町民生活課≫社会係長兼年金係長～

脇坂祐輔

≪保育所≫中央保育所～金子春菜

≪保健福祉課≫課長兼地域包括支援セ

ンター所長兼居宅介護支援事業所長～

福沢昌幸葛保健予防係兼保健指導係兼

地域包括支援センター介護支援係～大

久保奈々葛保健指導係長～中野知子葛

保健指導係兼保健予防係兼地域包括支

援センター介護支援係～加藤千景

≪産業振興課≫課長補佐兼水産係長～

上島正人葛水産係～野阪亮太

≪建設水道課≫港湾・河川係長～宝金

友明葛道路係長～富沢誠

≪学校教育課≫学校教育係長～山本裕

文葛学校教育係兼学校管理係～田中克

樹

≪社会教育課≫社会教育係～髙橋未希

≪国保診療所≫総務係長～松浦弘典葛

医事係兼総務係～伊藤圭輔葛看護係～

盛永千春

■退職者（３月３１日付）

小山内幸治（企画課長）、神田修（税

務課長）、藤井琢英（企画課振興係長）

町職員の人事異動
昨
年
に
引
き
続
き
、、
住
宅
の
新
築
や

改
修
工
事
を
行
う
方
に
対
し
て
工
事
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
「
住
宅
改
修
工
事
等

助
成
事
業
」
を
四
月
か
ら
始
め
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
住
環
境
の
整
備

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
建
設
産
業
の
振

興
と
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
期
間

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
竣
工
で
き
る
も
の
。

し
ゅ
ん
こ
う

た
だ
し
、
予
算
の
上
限
に
達
し
た
段
階

あ
っ
て
、
か
つ
当
該
住
宅
に
現
に
居
住

す
る
方
又
は
居
住
し
よ
う
と
す
る
方
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

●
助
成
対
象
と
な
る
条
件

次
の
条
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
居
住
部
分
の
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
町
内
建
設
業
者
（
町
内
に
本
社
を
有
し

建
設
業
を
営
む
も
の
又
は
建
設
工
事
を

業
と
し
て
行
っ
て
い
る
個
人
事
業
主
）

が
自
ら
行
う
改
修
工
事
等
。

・
改
修
工
事
等
に
要
す
る
費
用
が
百
万
円

以
上
（
消
費
税
込
）
の
も
の

◎
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
建
築
管
財
係

緯
〇
一
四
六
六
‐
二
‐
二
一
一
四

新
築
・
改
修
工
事
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

で
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
助
成
金
の
額

改
修
工
事
等
の
工
事
金
額
の
五
舒
を
補

助
し
ま
す
（
千
円
未
満
切
捨
て
）。

た
だ
し
、
五
十
万
円
を
上
限
と
し
、
十

五
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
十
五
万
円
と

し
ま
す
。

●
助
成
対
象
と
な
る
方

次
の
条
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
え
り
も
町
に
住
所
を
有
す
る
方
。

・
改
修
工
事
等
を
行
う
住
宅
の
所
有
者
で

●
対
象
と
な
る
工
事

新
築
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
及
び
模
様

替
え
な
ど
。
建
築
設
備
工
事
も
対
象
。

●
対
象
と
な
ら
な
い
費
用

①
設
計
費
・
敷
地
整
備
費
・
外
構
工
事
費

（
通
路
、
舗
装
、
植
栽
、
庭
園
、
塀
、
車

庫
、
フ
ェ
ン
ス
、
物
置
等
）、
床
、
壁
、

天
井
の
い
ず
れ
に
も
固
定
さ
れ
な
い
物

品
（
後
付
照
明
器
具
、
据
え
置
き
コ
ン

ロ
、
ス
ト
ー
ブ
（
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
含
む
）、

家
具
な
ど
）
及
び
カ
ー
テ
ン
、
ブ
ラ
イ

ン
ド
、
置
き
敷
き
じ
ゅ
う
た
ん
等
の
購

入
又
は
設
置
に
要
し
た
費
用
。

②
住
宅
と
当
該
住
宅
以
外
の
部
分
を
合
わ

せ
た
改
修
工
事
等
は
、
当
該
住
宅
以
外

の
部
分
の
工
事
に
要
し
た
額
。

③
他
の
制
度
・
公
的
資
金
に
よ
る
補
助
金

及
び
貸
付
金

。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

横
横
横
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た
く
ま
し
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
農
林
業
の
振
興

昨
年
の
ホ
ク
レ
ン
南
北
海
道
家
畜
市
場

で
は
、
本
町
生
産
の
肉
牛
六
百
三
十
一
頭

が
前
年
比
約
十
四
・
三
舒
増
の
二
億
五
千

三
百
二
十
三
万
円
の
販
売
実
績
を
上
げ
、

一
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
も
二
・
八
舒
増

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
優
良
繁
殖
後
継
牛
保
留
奨
励
事

業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
受
精
卵
活
用
優
良

繁
殖
増
殖
事
業
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
草

地
化
し
て
い
る
町
有
牧
野
の
肥
培
管
理
を

行
い
、
良
質
の
粗
飼
料
を
生
産
し
ま
す
。

林
業
で
は
、
国
は
森
林
・
林
業
の
再
生

と
木
材
自
給
率
五
〇
舒
達
成
を
目
標
と
し

た
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
諸
政
策
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
森
林
資

源
の
適
切
な
整
備
と
保
全
を
引
き
続
き

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

緑
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
え
り
も
国
有

林
の
緑
化
事
業
六
十
年
目
に
当
た
る
こ
と

か
ら
、「
二
〇
一
三
・
森
と
海
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
～
え
り
も
の
植
樹
祭
」
を
記
念

事
業
と
し
て
六
月
に
行
い
、
ま
た
、
秋
に

は
針
葉
樹
か
ら
広
葉
樹
へ
の
転
換
を
目
的

に「
え
り
も
イ
キ
イ
キ
森
林
づ
く
り
事
業
」

も

り

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
高
一
貫
教
育

と
し
て
、
生
徒
に
緑
化
事
業
の
体
験
を
通

じ
て
、
森
林
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
基
幹
道
え
り
も
線
に
つ
い
て
は
、

二
十
四
年
度
よ
り
旧
町
道
の
目
黒
孵
化
場

ふ

線
を
六
か
年
計
画
で
改
良
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
二
十
五
年
度
か
ら
の
二
か
年

で
十
三
間
橋
を
架
け
替
え
し
ま
す
。

シ
カ
の
駆
除
は
有
害
捕
獲
を
行
い
、
管

内
各
町
が
連
携
し
、
生
息
数
減
少
に
向

か
っ
て
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
ま
す
。

◆
水
産
業
の
振
興

本
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
コ
ン
ブ
漁
業

の
安
定
を
図
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き

漁
場
造
成
と
水
産
環
境
整
備
事
業
を
進

め
、
コ
ン
ブ
資
源
の
生
産
拡
大
に
努
め
ま

す
。
コ
ン
ブ
輸
入
割
当
・
Ｉ
Ｑ
制
度
の
堅

持
に
つ
き
ま
し
て
も
、
道
内
関
係
機
関
と

連
携
し
、
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

え
り
も
栽
培
セ
ン
タ
ー
で
は
、
八
月
下

旬
よ
り
マ
ツ
カ
ワ
稚
魚
を
本
町
海
域
に
十

一
万
三
千
尾
を
放
流
し
、
管
内
全
体
で
は

三
十
五
万
尾
を
放
流
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
資
源
の
増
大
を
目
的
と
し

て
、
ハ
タ
ハ
タ
・
ク
ロ
ソ
イ
・
マ
ガ
レ
イ

を
種
苗
生
産
し
、
エ
ゾ
ボ
ラ
や
ナ
マ
コ
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
飼
育
試
験
を
行

い
、
種
苗
生
産
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
え
り
も
岬
漁
港
の
北
外
防
波
堤

の
新
設
に
つ
い
て
は
、
船
揚
場
及
び
用
地

改
良
も
含
め
、
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
事

業
と
し
て
単
年
度
で
の
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

本
町
の
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上

の
割
合
は
二
十
五
・
五
舒
、
七
十
五
歳
以

上
に
つ
い
て
は
十
三
・
九
舒
と
な
り
、
他

市
町
村
と
比
較
す
る
と
高
齢
化
率
は
低
い

状
況
で
す
。
し
か
し
、
二
年
前
に
比
べ
る

と
一
・
一
舒
上
昇
し
て
お
り
、
確
実
に
高

齢
社
会
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
の

方
々
の
自
立
と
社
会
参
加
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
助
成
を
は
じ
め
と
し
た
高
齢
者
の
自
主

活
動
の
助
長
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３月定例町議会が、３月６日に召集され、１５

日までの１０日間にわたって開会されました。

初日は町長と教育長からの執行方針、１５日

からは条例の制定・改正、新年度予算などが審

議されました。

今月号では、執行方針を要約してお知らせ

します。

3月定例町議会

快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
政
執
行
方
針
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介
護
保
険
は
、
第
五
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
込
み
よ
り

も
在
宅
の
給
付
費
が
伸
び
て
お
り
、
引
き

続
き
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
把
握
し
、
介

護
給
付
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
の

見
守
り
や
成
年
後
見
人
制
度
の
普
及
・
啓

発
に
よ
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉
策

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目

指
し
、
第
二
期
障
が
い
者
計
画
及
び
第
三

期
障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
が
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
基

本
理
念
と
し
た
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、
行
政
の
推
進
体
制
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
保
健
･
医
療
対
策

町
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
各

種
検
診
の
必
要
性
を
周
知
し
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対
象
と
し

た
特
定
健
康
診
査
は
、
二
十
五
年
度
か
ら

第
二
期
特
定
健
診
等
実
施
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た

め
、
今
後
も
積
極
的
な
受
診
勧
奨
に
取
り

組
み
、
さ
ら
に
運
動
教
室
の
開
催
や
保
健

指
導
、
栄
養
指
導
を
強
化
し
、
予
防
事
業

の
推
進
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

感
染
症
予
防
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ

け
い

ブ
、
肺
炎
球
菌
の
三
つ
の
予
防
接
種
が
定

期
接
種
と
な
る
こ
と
か
ら
、
標
準
接
種
期

間
内
に
接
種
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

歯
科
保
健
事
業
は
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
す
る
施
設
へ
の
情
報
提
供
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
大

学
歯
学
部
及
び
学
校
歯
科
医
の
ご
協
力
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
歯
科
検
診
は
、
幼
児

か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
子
育
て
世
帯
支
援
策

二
十
五
年
度
か
ら
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
の
誕
生
を
祝
福
し
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
と
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
が

出
産
さ
れ
た
と
き
に
祝
金
を
贈
呈
し
ま

す
。
こ
の
祝
金
の
一
部
を「
地
域
商
品
券
」

と
し
、
商
業
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
通
院
・
入
院
と
小
学

生
の
入
院
の
一
部
を
対
象
と
し
て
き
た
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
対
象
を
中

学
生
ま
で
の
通
院
・
入
院
に
拡
大
し
、
助

成
相
当
分
を
出
産
祝
金
と
同
様
「
地
域
商

品
券
」
で
支
給
し
ま
す
。

◆
診
療
所
の
運
営

三
月
末
で
更
新
期
限
と
な
る
渡
邉
・
高

瀬
両
医
師
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
五
年

度
も
本
町
の
医
療
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
内
科
医
・

外
科
医
の
二
名
体
制
で
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
え
り
も
町
の
地
域
医
療

を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

診
療
所
の
経
営
は
、
消
費
税
増
税
法
の

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

◆
防
災
・
減
災
対
策

二
十
五
年
度
は
、
庶
野
地
区
と
え
り
も

高
校
に
災
害
用
備
蓄
食
糧
・
毛
布
な
ど
を

整
備
し
、
さ
ら
に
、
防
災
倉
庫
を
え
り
も

岬
地
区
に
設
置
し
、
大
規
模
停
電
時
の
対

応
と
し
て
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
を
避
難

所
に
配
置
し
ま
す
。

災
害
情
報
の
伝
達
で
は
、
ド
コ
モ
エ
リ

ア
メ
ー
ル
に
加
え
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
導
入
し
ま
す
。

◆
建
設
土
木
関
係
事
業

町
道
の
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
歌
別
・
苫
別
線
舗
装

工
事
」
な
ど
臨
時
地
方
道
路
整
備
事
業
を

行
う
と
と
も
に
、
二
十
五
年
度
よ
り
「
新

浜
団
地
一
号
線
」
の
改
良
舗
装
工
事
を
し

ま
す
。
町
単
独
の
土
木
事
業
は
、
地
区
別

町
政
懇
談
会
な
ど
に
お
け
る
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
事
業
の
緊
急
性
と
将
来
的
な

維
持
補
修
等
を
考
慮
し
て
、
計
画
的
に
整

備
を
進
め
ま
す
。

え
り
も
港
の
整
備
は
、「
長
期
港
湾
整

備
計
画
」
に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
南
外

防
波
堤
の
か
さ
上
げ
改
良
な
ど
、
港
湾
機

能
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
一
般
国
道
三
三
六
号
「
襟
広
防

災
事
業
」
の
早
期
完
成
を
は
じ
め
、
越
波

防
止
対
策
の
継
続
と
国
道
の
更
な
る
安
全

の
確
保
、
急
傾
斜
地
事
業
、
一
般
海
岸
保

影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
民

の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
主
眼
に
置

き
、
診
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
公
衆
衛
生
予
防
医
療
を
推
進

し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
な
ど
、

安
心
し
た
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備
に
努
め
ま
す
。

町民の生命を守る重要な役割を担う診療所
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全
事
業
等
の
懸
案
事
項
に
つ
き
ま
し
て

は
、
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
引
き
続
き
関

係
機
関
に
要
望
し
ま
す
。

◆
住
環
境
の
整
備

公
営
住
宅
は
、
二
十
二
年
度
策
定
の

「
え
り
も
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
二
十
五
年
度
は
大
和
Ｃ

団
地
公
営
住
宅
一
棟
八
戸
を
建
て
替
え

し
、
既
設
の
公
営
住
宅
に
つ
い
て
も
修
繕

工
事
等
に
よ
り
、
良
質
な
住
宅
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

個
人
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
四

年
か
ら
の
「
住
宅
改
修
等
助
成
補
助
事
業
」

を
継
続
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
水
道
事
業

安
心
で
安
全
な
水
道
水
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
施
設
の
点
検
整
備
、
情
報
管
理

な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
有
施
設
を

少
し
で
も
長
く
使
用
す
る
た
め
、
で
き
得

る
限
り
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

二
十
五
年
度
は
、
大
和
地
区
で
配
水
管

移
設
工
事
を
四
百
八
十
丿
実
施
し
、
新

浜
、
上
歌
別
、
庶
野
地
区
で
も
配
水
管
更

新
工
事
を
行
い
、
さ
ら
に
、
東
部
浄
水
場

の
計
装
機
器
を
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
町

内
全
域
で
検
満
メ
ー
タ
ー
の
更
新
工
事
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
は
、
全
体
計
画
面
積
百
五

十
二
・
七
亊
の
う
ち
、
百
十
三
・
八
亊
の

整
備
を
終
え
て
お
り
、
平
成
十
四
年
度
の

供
用
を
開
始
以
降
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

生
活
排
水
の
浄
化
及
び
公
共
水
域
の
水
質

保
全
な
ど
に
寄
与
し
な
が
ら
、
快
適
な
生

活
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
接
続
状
況
は
、
全
対
象
戸
数

の
六
十
六
・
八
舒
に
当
た
る
八
百
二
十
五

戸
が
接
続
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

接
続
の
推
進
を
重
点
課
題
と
し
て
、
事
業

効
果
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
交
通
安
全
運
動
の
推
進

平
成
十
八
年
十
月
か
ら
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
の
日
」
を
継
続
中
し
て
お
り
、
昨
年

三
月
三
十
一
日
に
二
千
日
を
達
成
し
、
今

年
八
月
十
三
日
の
二
千
五
百
日
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
等
、
多
く
の

町
民
み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
に
向
け
て
交
通
安
全
運
動
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。

み
ん
な
で
歩
む
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

◆
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
は
四
十
億

六
千
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
と
比
較

し
て
三
億
一
千
万
円
減
少
の
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
を
加
え
た
合
計

で
も
六
十
一
億
三
千
万
円
で
対
前
年
比
三

億
七
千
四
百
万
円
の
減
で
す
。

こ
の
要
因
は
、
国
の
二
十
四
年
度
補
正

予
算
に
伴
い
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
や
東

部
簡
易
水
道
送
水
管
更
新
事
業
を
前
倒
し

で
予
算
計
上
し
た
こ
と
や
診
療
所
の
エ
ッ

ク
ス
線
撮
影
機
器
の
入
れ
替
え
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
歳
入

で
は
地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の

主
な
も
の
で
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年
末
に

新
政
権
が
発
足
し
、
そ
の
中
で
地
方
交
付

税
は
大
幅
な
削
減
が
見
込
ま
れ
、
不
足
分

学
校
教
育
の
推
進

◆
学
校
教
育
推
進
の
基
本
姿
勢

学
校
教
育
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
「
知
・

徳
・
体
の
調
和
の
取
れ
た
教
育
」
を
推
進

し
、
ま
た
、「
教
育
の
不
易
と
流
行
」
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
て
、
そ
の
時
々
の
教

育
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
さ

ら
に
中
高
一
貫
教
育
に
係
る
連
携
と
、

は
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
や
地
域
の
元
気

づ
く
り
事
業
で
確
保
し
た
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
各
地
方
自
治
体
へ
の
配
分
は
、
そ

の
詳
細
な
算
定
方
法
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
財
政
力
の
弱
い
団
体
ほ
ど
そ
の
影
響

を
大
き
く
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
自
主
財
源
に
当
た
る
町
税
の
伸

び
も
今
年
度
は
大
き
く
望
め
な
い
こ
と
か

ら
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
再

検
討
を
行
い
、
事
務
事
業
も
見
直
し
て
経

常
経
費
を
抑
制
し
、
地
方
債
の
発
行
も
現

在
の
上
限
を
超
え
る
こ
と
な
く
極
力
抑
え

る
な
ど
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
財
政
環
境
の

も
と
で
、
山
積
す
る
課
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
み
な
さ
ん

が
自
ら
の
暮
ら
し
に
明
確
な
見
通
し
や
希

望
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

秋の交通安全運動の旗の波運動
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小
・
中
・
高
の
接
続
を
重
視
し
、「
え
り
も

の
教
育
」
の
充
実
・
発
展
に
結
び
付
く
よ

う
学
校
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
教
育

子
ど
も
た
ち
に
は
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
、
課
題
を

解
決
で
き
る
力
を
育
み
、
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
と
家
庭

双
方
で
校
内
外
の
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
教
育
向
上
対
策
委

員
会
が
中
心
と
な
り
、
各
学
校
で
「
授
業

改
善
と
家
庭
学
習
改
善
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
成
果
も
表
れ
て
き
て
い
ま

す
。
二
十
五
年
度
は
、
各
学
校
に
実
効
性

の
あ
る
学
校
改
善
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
も

ら
い
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実

施
継
続
、
校
内
研
修
等
を
通
し
て
、
授
業

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
振
り
返
り

学
習
や
ノ
ー
ト
指
導
等
の
組
織
的
・
継
続

的
な
取
組
み
の
徹
底
と
、
放
課
後
や
長
期

休
業
中
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
等
、
家
庭
学
習

の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
規
範
意
識
や
思

い
や
る
心
等
を
育
む
上
で
、
道
徳
教
育
の

充
実
が
大
切
で
あ
り
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
は
、
き
め

細
か
な
児
童
生
徒
理
解
や
日
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
子
ど
も
と

向
き
合
い
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
図

も
小
学
校
の
支
援
員
の
配
置
を
継
続
し
、

支
援
や
指
導
体
制
の
充
実
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
高
等
学
校
教
育
の
充
実

え
り
も
高
校
で
は
、
生
徒
の
進
路
実
現

一
〇
〇
舒
達
成
を
目
標
に
学
習
指
導
や
進

路
指
導
等
を
計
画
的
に
行
っ
て
お
り
、
二

十
四
年
度
の
進
路
状
況
は
、
二
月
中
旬
で

す
で
に
一
〇
〇
舒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
五
年
度
は
、
習
熟
度
に
応
じ
た
少

人
数
指
導
や
課
外
講
習
、
定
期
考
査
前
補

習
な
ど
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
を
進

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
部
活
加
入
七
〇
舒
以

上
、
全
道
大
会
進
出
四
部
以
上
な
ど
、
部

活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
元
気
の
あ
る
学

び
舎
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

や大
韓
民
国
へ
の
研
修
は
、
二
十
四
年
度

で
二
十
二
回
目
と
な
り
、「
え
り
も
高
校

な
ら
で
は
の
教
育
事
業
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
隣
国
「
韓
国
」
と
日
本
の
歴
史
学
習
、

同
世
代
の
人
々
や
残
留
日
本
人
と
の
交
流

等
を
実
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
二
十
五
年
度
は
、
児
童
生
徒

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
教
育
相
談
を
行
う

と
と
も
に
、
学
校
間
の
情
報
交
換
を
す
る

生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
や
青
少
年
健
全
育

成
会
の
活
動
、
児
童
生
徒
が
主
体
と
な
る

「
い
じ
め
根
絶
標
語
」
等
を
通
し
て
、
町

ぐ
る
み
で
「
い
じ
め
の
な
い
学
校
」
を
目

指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
な
体

を
育
む
た
め
に
は
、
体
育
指
導
の
充
実
、

自
ら
が
生
活
・
運
動
習
慣
を
見
つ
め
直
す

取
り
組
み
や
健
康
を
守
る
環
境
づ
く
り
を

一
層
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
十
五
年
度
は
「
体
力
向
上
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
一
校
一
実
践
、
新
体
力
テ
ス
ト
の

実
施
と
そ
の
活
用
、
さ
ら
に
む
し
歯
予
防

の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
管
内
に
先
駆
け
て
全

小
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、
健
康
教

育
や
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
指

導
や
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
は
、
就
学
指
導
委
員
会
の

定
期
的
な
話
し
合
い
や
他
校
と
の
交
流
学

習
を
進
め
、
個
に
応
じ
た
就
学
と
自
立
の

た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
二
十

五
年
度
は
「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指

導
計
画
」
の
作
成
を
通
し
て
一
人
一
人
の

き
め
細
か
な
指
導
を
図
り
、
ま
た
、
え
り

担当班場 所日 時

１福祉センター老人室18:30～４/22(月)

１西えりも生活館〃４/23(火)

３近浦多目的集会施設〃〃
１えりも岬林業総合センター〃４/24(水)

３庶野生活館〃〃
２笛舞ふれあい館〃４/25(木)

３目黒生活館〃〃
２歌別生活館〃４/26(金)

２東洋生活館〃４/27(土)

「議会報告会～議員と語る会」開催のお知らせ

昨年に引き続き、各地区を町議会議員が訪問し、議会の
内容や活動等を報告する「議会報告会」を開催します。
町民みなさんからの意見や要望についてもお伺いし、町
政の発展につなげたいと思っています。
ご来場を心よりお待ちいたします。

担 当 班班
石川議運委員長・大坂議員・笹谷議員１
渡部議長・川村議員・手塚議員２
成田副議長・上野議員・平野議員・髙松議員３
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そ
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
十
五
年
度
に
つ
い
て
も
、
そ
の
意
義

の
検
証
な
ど
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
中
高
一
貫
教
育
と
小
中
高
の
接
続

中
高
一
貫
教
育
は
、
二
十
五
年
度
で
十

年
目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
中
学
校
と
高
校
で
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
環
境
教
育
、
部
活
動
な
ど
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
十
五
年
度

は
、
教
職
員
の
乗
り
入
れ
授
業
や
進
路
連

携
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
、
連
携
を
図
る

取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
・
高
の
接
続
で
は
、
授

業
交
流
や
研
究
協
議
な
ど
の
全
道
的
に
も

先
導
的
な
実
践
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
十
五
年
度
は
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動

と
中
・
高
の
英
語
に
お
い
て
接
続
を
図
る

指
導
改
善
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
英

語
、
漢
字
、
数
学
検
定
を
二
十
四
年
度
の

成
果
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
な
ど
、
小
・

中
・
高
の
学
び
の
連
続
性
を
重
視
し
て
い

き
ま
す
。

◆
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

保
護
者
や
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
の

大
前
提
と
な
る
の
は
、
学
校
と
し
て
の
責

務
を
確
実
に
果
た
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

教
職
員
が
模
範
と
な
る
人
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
前
に
立
つ
こ
と
で
す
。

今
後
も
、
勤
務
・
服
務
の
徹
底
を
図
り
、

学
校
経
営
上
の
積
極
的
な
危
機
管
理
と
、

教
職
員
の
資
質
向
上
、
地
域
の
各
種
行
事

等
へ
の
積
極
的
な
参
画
等
、
各
種
会
議
や

学
校
訪
問
等
を
通
し
て
指
導
と
助
言
を
継

続
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

◆
社
会
教
育
推
進
の
基
本
姿
勢

町
民
一
人
一
人
が
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
、
生
涯
を
通
じ
て
積
極
的
に
学
び
、

そ
の
成
果
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
に
役
立
つ
資
源
を
十

分
に
生
か
し
、
地
域
の
活
性
化
を
担
う
人

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
事
業
等
の
企

画
、
運
営
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
リ
ー

ダ
ー
的
な
地
域
人
材
の
活
用
を
積
極
的
に

進
め
る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
社
会
教
育
活
動
の
充
実

本
町
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
運
動
を
柱

に
、
高
齢
者
教
室
を
は
じ
め
、
学
び
の
広

場
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
四
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
五

次
社
会
教
育
中
期
計
画
を
基
と
し
て
、
生

涯
学
習
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、
多
様
な

学
習
機
会
の
提
供
と
推
進
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
登
録

者
数
が
三
十
名
を
超
え
、
働
く
方
々
へ
の

支
援
事
業
と
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、

青
少
年
健
全
育
成
会
と
の
連
携
を
深
め
、

児
童
生
徒
等
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
芸
術
文
化
の
振
興

多
く
の
芸
術
文
化
鑑
賞
会
や
文
化
活
動

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
町
民
が
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
、

自
ら
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
文
化
活
動

の
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
文
化
団

体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
の
情
操
の
涵
養
を

か
ん
よ
う

図
る
た
め
、
芸
術
鑑
賞
事
業
を
継
続
し
、

鑑
賞
機
会
の
拡
充
と
文
化
情
報
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

◆
地
域
文
化
の
継
承

郷
土
資
料
館
は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化

を
学
ぶ
教
育
施
設
と
し
て
そ
の
役
割
は
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
学
習
資
源

を
調
査
し
、
資
料
収
集
と
情
報
提
供
を
図

る
と
と
も
に
、
町
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
郷

土
資
料
の
有
効
活
用
や
文
化
財
の
保
護
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
文
化
財
名
勝
ピ
リ
カ
ノ
カ
に

指
定
さ
れ
た
「
襟
裳
岬
」
の
絵
本
を
作
成

し
、
文
化
財
保
護
の
大
切
さ
を
周
知
し
ま

す
。
町
指
定
文
化
財
「
猿
留
山
道
」
の
保

全
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

各
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
各
種
大
会
の
開
催
や
指
導
者
の
養
成

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提

供
と
指
導
体
制
の
整
備
を
図
り
、
施
設
運

営
に
当
た
り
ま
す
。

事
務
局
業
務
の
推
進

◆
教
育
環
境
に
つ
い
て

学
校
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
進
め

る
と
と
も
に
、
校
舎
や
施
設
の
改
善
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

教
職
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
住
環
境
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

い
き
、
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
拠

点
施
設
で
あ
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
温
水

プ
ー
ル
等
の
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
関

係
部
局
と
協
議
し
、
今
後
の
施
設
の
在
り

方
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
教
育
の
推
進

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
学
校
で
の

防
災
対
策
や
児
童
生
徒
に
対
す
る
防
災
教

育
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
学
校

に
お
け
る
防
災
体
制
を
地
域
と
と
も
に
見

直
し
、
防
災
学
習
の
実
施
な
ど
、
防
災
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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交通安全住民大会

大
会
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者

へ
の
黙
と
う
か
ら
始
ま
り
、
続

い
て
挨
拶
を
し
た
町
交
通
安
全

運
動
推
進
委
員
会
長
の
岩
本
町

長
は
、
目
標
と
す
る
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
の
日
二
千
五
百
日
達
成

に
つ
い
て
触
れ
、「
こ
の
大
会

を
契
機
に
町
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
の
交
通
安
全
功
労
者
表

彰
に
は
、
学
校
法
人
北
海
道
キ

リ
ス
ト
教
学
園
光
の
園
幼
稚
園

が
、
昭
和
四
十
九
年
の
こ
ぐ
ま

ク
ラ
ブ
結
成
以
来
、
今
日
ま
で

園
児
や
保
護
者
に
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

功
績
に
よ
り
選
ば
れ
、
地
区
別

交交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
継

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
継
続続
をを

の
無
事
故
を
競
う
交
通
安
全
無

事
故
実
践
大
会
は
、
え
り
も
岬

地
区
が
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
、
高
校
の
児
童

生
徒
に
よ
る
交
通
安
全
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
坪
朝
陽
さ
ん

（
え
り
も
小
六
年
）、
渋
田
勇

司
さ
ん
（
え
り
も
中
二
年
）
、
金

澤
奈
緒
さ
ん（
え
り
も
高
三
年
）

が
特
選
に
輝
き
、
会
場
で
そ
の

作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
講
話
で

は
、
北
海
道
大
学
落
語
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
二
人
が
、
交
通
安

全
落
語
を
披
露
し
、
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

大
会
は
最
後
に
、
新
成
人
を

代
表
し
て
角
地
舞
美
さ
ん
が
壇

交
通
安
全
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
特
選
に
輝
い
た

渋
田
さ
ん
、
金
澤
さ

ん
、
坪
さ
ん
（
左
か
ら
）

交通安全功労者として、光の園幼稚園を
表彰

三
月
六
日
「
第
四
十
三
回
え
り
も
町
交
通
安
全
住
民

大
会
」
を
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
交
通
事
故
の
な
い
え
り
も
町
を
目
指

し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
百
五
十
人
が
参
加

し
、
交
通
事
故
撲
滅
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

●えりも町交通安全功労者表彰

毅本町支部

学校法人北海道キリスト教学園

光の園幼稚園

●えりも町地区別交通安全無事故実践

大会表彰

１位 えりも岬地区

２位 庶野地区

３位 本町地区

●交通安全作文コンクール

《小学生の部》

毅特選

坪 朝陽さん（えりも小６年）

毅入選

北村穂乃佳さん（えりも小６年）

佐藤 詩音さん（えりも岬小６年）

藤井 奈都さん（えりも小６年）

《中学生の部》

毅特選

渋田 勇司さん（えりも中２年）

毅入選

池田 翔太さん（えりも中２年）

《高校生の部》

毅特選

金澤 奈緒さん（えりも高３年）

毅入選

鎌田 希さん（えりも高３年）

横濵滉太郎さん（えりも高３年）

新成人代表で角地舞美さ
んが大会宣言

交通災害共済

年額500円で３万円からの見舞金

各種表彰受賞者

上
に
立
ち
、
交
通
事
故
根
絶
に

向
け
た
大
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、
終
了
し
ま
し
た
。

お申込みは、各自治会の班長さんに取

りまとめの協力をいただいています。

直接申込みをする場合は、役場町民生

活課（緯2-4621）までお越しください。
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平
成
二
十
四
年
度
の
北
海
道
社

会
貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
に
、
元

町
議
会
議
員
の
菊
地
勝
彦
さ
ん
が

選
ば
れ
、
三
月
七
日
に
役
場
庁
舎
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
地
方
自
治
の
振
興
と

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
、

議
長
も
務
め
た
二
十
四
年
間
の
議

員
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
日
、
日
高
振
興
局
の
竹
縄
維

章
地
域
振
興
部
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
を
受
け
取
っ
た
菊
地
さ
ん
は
、

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い
て

光
栄
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。道社会貢献賞を受賞した菊地さん

長
年
の
功
績
を
称
え
て

中野さん(左)と吉田さん(右)に感謝状

浦河警察署と協力を誓いました。

暴
力
団
排
除
へ
向
け
て

人
命
救
助
に
感
謝
状

え
り
も
町
は
昨
年
十
二
月
、
町

民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保

し
、
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
を

目
的
に
「
暴
力
団
の
排
除
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し

た
が
、
こ
の
条
例
を
よ
り
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
浦
河

警
察
署
と
の
間
で
「
暴
力
団
排
除

措
置
及
び
支
援
に
関
す
る
合
意

書
」
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
調

印
式
で
は
、
岩
本
町
長
と
丸
山
昭

浦
河
警
察
署
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
合

意
書
に
署
名
・
調
印
し
、
今
後
の

協
力
を
誓
い
ま
し
た
。

町
は
、
一
月
に
発
生
し
た
刺
し

網
漁
船
転
覆
事
故
に
お
け
る
人
命

救
助
に
対
し
て
、
有
限
会
社
吉
田

水
産
と
有
限
会
社
丸
義
盛
運
水
産

に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

事
故
当
時
、
救
助
要
請
を
受
信

し
た
吉
田
水
産
の
第
八
十
一
平
安

丸
は
、
直
ち
に
漁
協
と
僚
船
に
連

絡
。
丸
義
盛
運
水
産
の
第
十
八
盛

運
丸
が
現
場
で
救
助
作
業
に
当
た

り
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
、
二
月
二
十
八
日
に

行
わ
れ
、
吉
田
正
憲
さ
ん
と
中
野

義
浩
さ
ん
に
、
岩
本
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

車いすを贈るえりも小児童会

プ
ル
タ
ブ
で
車
イ
ス

三
月
四
日
、
え
り
も
小
学
校

（
坂
本
直
司
校
長
）の
児
童
会
が
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
車
イ
ス
一

台
を
贈
り
ま
し
た
。

同
校
児
童
会
で
は
、
空
き
缶
の

プ
ル
タ
ブ
回
収
運
動
を
行
っ
て
お

り
、
寄
贈
し
た
車
イ
ス
も
数
年
か

か
っ
て
二
百
八
十
八
万
四
千
個
の

プ
ル
タ
ブ
を
集
め
た
も
の
で
す
。

中
野
桃
子
児
童
会
長
か
ら
車
イ

ス
を
受
け
取
っ
た
同
協
議
会
の
大

高
耕
二
会
長
は
「
車
イ
ス
は
体
の

不
自
由
な
人
の
た
め
に
必
要
な
の

で
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と

感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
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フッ化物洗口の説明をうけるえりも小の児童
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トトピックトピックスス

迫
力
あ
る
試
合
に
熱
中

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
観
戦
ツ
ア
ー

三
月
四
日
の
え
り
も
小
学
校
を
皮
切

り
に
、
笛
舞
小
と
東
洋
小
の
三
校
で

フ
ッ
化
物
洗
口
の
試
行
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、
低
濃
度
の

フ
ッ
化
物
水
溶
液
で
口
内
を
す
す
ぎ
、

歯
の
再
石
灰
化
を
促
す
も
の
で
、
む
し

歯
予
防
に
高
い
効
果
が
あ
る
も
の
で
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
二
十
五
年
度
か

ら
町
内
の
全
小
学
校
で
実
施
予
定
で
す
。

試合は王子イーグルスが勝利

毎
年
恒
例
の
町
体
育
協
会
主
催
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
ツ
ア
ー
は
、
二
月
二

十
四
日
に
苫
小
牧
市
で
行
わ
れ
た
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
「
王
子
イ
ー
グ
ル
ス
対
チ
ャ

イ
ナ
ド
ラ
ゴ
ン
」
を
観
戦
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
感
と
迫
力
の
あ
る
試
合
が

目
の
前
で
展
開
さ
れ
、
ツ
ア
ー
参
加
者

十
七
人
も
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
試
合
は
、
地
元
の
王
子
イ
ー
グ
ル

ス
が
勝
利
し
ま
し
た
。

む
し
歯
の
撲
滅
を
目
指
し
て

フ
ッ
化
物
洗
口
を
試
行
実
施

卒業証書を受け取る卒業生

新
た
な
門
出

え
り
も
高
校
卒
業
式

二
月
二
十
四
日
、
国
指
定
文
化
財
名

勝
ピ
リ
カ
ノ
カ
に
指
定
さ
れ
た
襟
裳
岬

の
第
三
回
学
習
会
が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

襟
裳
岬
を
ア
イ
ヌ
民
族
の
視
点
か
ら

学
び
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
約
四
十
人
が
参
加
し
、

ア
イ
ヌ
の
料
理
体
験
や
古
式
舞
踊
を
ア

イ
ヌ
協
会
え
り
も
支
部
の
指
導
の
も
と

体
験
し
ま
し
た
。

アイヌの古式舞踊を体験

え
り
も
高
校
の
第
二
十
四
回
卒
業
式

が
三
月
一
日
に
開
か
れ
、
四
十
二
名
の

生
徒
が
卒
業
証
書
を
手
に
、
思
い
出
の

学
び
舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
答
辞
を
述
べ
た

根
井
綾
也
さ
ん
は
、
友
人
、
在
校
生
、

保
護
者
、
学
校
関
係
者
に
感
謝
の
言
葉

を
贈
り
、「
え
り
も
高
校
生
で
あ
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

襟
裳
岬
を
よ
り
深
く
学
ぶ

ピ
リ
カ
ノ
カ
襟
裳
岬
の
学
習
会
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「我慢する心」の育て方

「思いやりの心」について考える

「感動する心」について

しつけは「し」の付く年齢までに

音声テープによるサービスで
す。電話をかけると音声が流
れ、各内容についてのアドバイ
スを聞くものです。
※会話はできません。

04/01～04/08

04/09～04/15

04/16～04/22

04/23～04/30

子育てテレホンサービス 緯2-3715

■いつか陽のあたる場所で／乃

南アサ

■〈図解〉池上彰の政治のニュー

スが面白いほどわかる本／池

上 彰

■アメリカは日本経済の復活を

《一般書》

《児童書》

■レンタルロボット／滝井幸代

■かさこそ森の気どりやキツネ

／有島なさ

■がんこちゃんはアイドル／末

吉暁子

■もりのおくのおちゃかいへ／

みやこしあきこ

■大魔女のすてきな呪文／藤真

知子

《おすすめ本》

中脇初枝 著

知っている／浜田宏一

■昆布と日本人／奥井 隆

■残り全部バケーション／伊坂

幸太郎

■キミトピア／舞城王太郎

きみはいい子 夕方五時までは家に帰らせてもら

えないこども。娘に手を上げてしま

う母親。求めていた、たったひとつ

のもの―。それぞれの家にそれぞれ

の事情がある。それでもみんなこの

町で、いろんなものを抱えて生きて

いる。心を揺さぶる感動作。

新し新しいい本
図 書 室 だ よ り

■現代用語の基礎知識学習版／

現代用語検定協会監修

■いたずら人形チョロップと名

犬シロ／たかどのほうこ

■誰も知らない動物の見かた動

物行動学入門／今泉忠明

■１０歳からの英語お母さんの出

番です／川崎美恵

町スポーツ少年団体力テスト・交流

会が、２月２３日に町民体育館で行わ

れ、町内のスポーツ少年団員８３名が腕

立て伏せなど４種目を行い、日頃の活

動の成果を試しました。

交流会では、「コーディネーション

トレーニング」を体験しました。

町 ス ポ ー ツ 少 年 団
体力テスト・交流会

英会話教室

町民生涯学習講座まなびの広場「英

会話教室」を、３月１５日から３回にわ

たって福祉センターで開きました。

小学生と成人の２部門に分かれて行

い、16名が参加しました。小学生の部

では、単語の書いた紙をハエたたきで

たたくゲームが盛り上がりました。

懸命に上体起こしをする子どもたち ハエタタキゲームが好評でした。
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◆◆生涯学習だより◆◆

町民ミニバレーボール大会

３月3日、町民ミニバレーボール大会が町民体

育館で開催され、１４チーム８０名が参加しました。

開会式では、昨年の全日本バレーボール高等学

校選手権大会北海道選代表決定戦でベスト8を果

たしたえりも高校女子バレー部へ、スポーツ奨励

賞が贈られました。

大会は、青年男子（３０歳以下）、一般男子（３１

歳以上）、女子、男女混合の４種別・地区ごとに

チームを編成し、リーグ戦で競いました。

参加者は、冬場の運動不足解消と体を動かす喜

びを感じながら、試合に挑んでいました。

結果は次のとおりです。

成年男子の部：庶野チーム／一般男子の部：銀

聖（本町Ａ）チーム／女子の部：ピンポンパン

（本町Ｂ）チーム／男女混合の部：庶野・目黒混

合チーム

高齢者教室のお知らせ

町サッカー協会主催の町民フットサル大会が３

月１７日、町民体育館で開催され、町内外から１４

チーム１１０名が参加しました。

フットサルは、１チーム５人の室内で行われる

サッカーで、素早いパス回しや華麗なボールさば

きから相手をかわし、強烈なシュートが決まると

ギャラリーから大きな歓声が沸きあがっていまし

た。

大会は、日高信金Ｂチームが優勝しました。

町民フットサル大会

ネット際の攻防もミニバ
レーボールのだいご味

奨励賞を受賞した高校
女子バレーボール部

えりも町高齢者教室は、町内10地区の老人

クラブの定例会に合わせて開講している高齢

者のための学級です。参加対象者は、おおむ

ね60歳以上の方としていますが、50代の方も

意欲的に参加しています。

毎月、さまざまな学習が行われています

が、今回は役場保健福祉課と教育委員会が、

札幌医科大学公衆衛生学講座の「えりも町民

の生活習慣と健康長寿に関する調査研究」の

協力事業として実施した「えりも町高齢者ら

くらく運動教室」について紹介します。

歓声が沸き起こっていた各試合

「高齢者らくらく運動教室」の様子

この運動教室は、ストレッチ体操や筋力維

持体操を行い、高齢者の健康増進を図ること

を目的としているもので、理学療法士の木原

由里子先生の指導のもと、「セラバンド」を

使ったストレッチ体操や足踏みをしながら食

べ物の名前などを発声する頭の体操など、楽

しみながらたくさんの汗をかきました。

高齢者教室では、毎月の定例会のほかに、

今回のような事業も行っています。

興味のある方はぜひ、ご参加ください。
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保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

が
ん
は
「
他
人
事
」
と
思
っ
て

い
る
あ
な
た
へ

え
り
も
町
民
の
死
亡
原
因
の
第
一

位
は
が
ん
で
、
全
体
の
三
割
を
占
め

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
数
年
、
六
十

四
歳
以
下
の
若
い
年
齢
の
方
で
、
が

ん
で
亡
く
な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
、
お
笑
い
芸
人
で
俳

優
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
宮
迫
博

之
さ
ん
（
四
十
二
歳
）
が
、
毎
年
受

け
て
い
る
検
診
で
胃
が
ん
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
を
告
白
し
ま
し
た
。
胃
が

ん
の
大
き
さ
は
二
丶
で
、
一
般
的
な

「
が
ん
」
を
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
症
状

は
な
か
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
二
月
初
め
に
腹
腔
鏡
下
手
術

（
お
腹
に
四
～
五
か
所
穴
を
開
け
て

胃
を
切
除
）
を
し
、
約
二
週
間
で
退

院
。
年
末
に
は
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演

し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
が
ん
の
場
合
、
早
期
が
ん

は
二
丶
ま
で
を
指
し
ま
す
。
一
つ
の

細
胞
が
一
丶
の
が
ん
に
な
る
ま
で
は

約
十
五
年
か
か
り
ま
す
が
、
一
丶
に

な
っ
た
が
ん
が
二
丶
に
な
る
に
は
、

わ
ず
か
一
～
二
年
で
す
。

つ
ま
り
、
検
診
を
毎
年
受
け
て
い

れ
ば
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

早
期
が
ん
で
あ
れ
ば
、
九
割
近
く

完
治
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
多
く
の
方
が
「
症
状
が
な
い
」

「
忙
し
い
」
と
い
っ
た
理
由
で
、
検

診
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る
の
は
、

検
診
の
役
目
。
大
切
な
命
を
が
ん
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

がん検診無料クーポン券の対象に

なっている方は、ご夫婦、ご友人
で誘い合って、どうぞ、この機会
に検診を受けてください。

会 場時 間実施日行 事

町立診療所（要予約）15：30～16：002日(火)、16日(火)麻しん風しん混合予防接種

保健センタ－（個別通知）08：50～11：009日(火)乳幼児健診

保健センタ－（要予約）13：30～14：3010日(水)、24日(水)日赤巡回診療

要予約（※1）08：00～12：0013日(土)肝がん検診

保健センタ－13：30～13：40

16日(火)

三種混合予防接種

保健センタ－13：40～13：50ＢＣＧ予防接種

保健センタ－13：50～14：00四種混合予防接種

保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種

保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

保健センタ－14：20～14：30不活化ポリオ予防接種

庶野生活館（要予約）06：00～07：45
16日(火)

特定健診・がん検診（※2）

目黒生活館（要予約）08：30～08：45

えりも岬林業総合センター（要予約）06：00～07：4517日(水)

保健センター（要予約）06：00～09：1518日(木)

保健センター（要予約）06：00～08：1519日(金)

庶野診療所（要予約）14：00～16：0025日(木)二種混合予防接種

４月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌、不活化ポリオ、四種混合の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜（2日前まで予約）
②時 間……14：00～16：00

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

※１ 肝がん検診の予約先は、肝がん検診団事務局へ直接
お申し込みください。
受付：火曜日～金曜日 緯011-350-1008

検診の日程、
お申込みなど詳
しくは、今月の
広報折込チラシ
をご覧ください。

※２ 特定健診・がん検診は、予約を満たし
ていない時間帯があります。
ご希望の方は検診前日までお申込み

できますので、お問い合わせください。
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あ
り
ま
す
。
文
久
四
年
二
月

二
十
日
に
改
号
さ
れ
元
治
元

年
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時

代
、
本
州
と
蝦
夷
地
を
結
ん

で
い
た
海
運
「
北
前
船
」
は

冬
期
間
に
は
航
行
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
船
主
か
船

頭
が
、
本
州
で
手
水
鉢
を
発

注
し
、
二
月
の
改
号
さ
れ
る

前
に
納
品
さ
れ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？
一

つ
の
碑
文
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

と
想
像
し
て
み
る
の
も
面
白

い
も
の
で
す
。

神
社
本
殿
に
近
い
狛
犬
も

こ
ま

江
戸
時
代
の
も
の
で
す
。
台

座
に
は
「
世
話
人

出
雲
國

鷺
港

運
丸
栄

熊
谷
常
蔵

山
本
八
右
エ
門
」
と
あ
り

ま
す
。
町
広
報
の
先
月
号
で

紹
介
し
た
石
碑
の
碑
文
に
も

同
じ
名
が
あ
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
、
つ
な
が
り
を
思
い

描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

階
段
を
上
が
り
、
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
、
す
ぐ
左
手
に
二

つ
の
手
水
鉢
が
あ
り
ま
す
。

手
水
鉢
は
、
神
社
に
参
詣
す

け
い

る
際
、
両
手
と
口
を
清
め
る

も
の
で
す
。
左
手
の
手
水
鉢

は
花
崗
岩
で
、
高
さ
が
八
十

こ
う

セ
ン
チ
と
大
き
く
、
江
戸
時

代
の
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、

「
奉
納

願
主

福
順
丸

又
助

文
久
四
子
二
月
」
と

住吉神社の手水鉢

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

住
吉
神
社

境
内
に
は
、

江
戸
時
代
に

建
立
さ
れ
た

石
灯
篭
や
手

ろ
う

水
鉢
が
数
多

く
残
っ
て
い

る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う

か
？

江戸時代から使われている歴
史ある手水鉢

海
か
ら
発
す
る
地
震
津
波
速
報

防
災

情
報
版 盈

海
道
が
の
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
プ
レ
ー
ト
と
、
そ
の
下

に
沈
み
込
む
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
が
衝
突
し
て
起

こ
る
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
解
放
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
五
百
～
千
年
近

く
溜
め
続
け
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
プ
レ
ー
ト
間
の
す
べ
り
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
津
波
は
十
ｍ
を
超
す
巨
大
な
も
の

と
な
り
、
一
万
五
千
人
を
超
え
る
尊
い
命
を
奪
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
津
波
か
ら
人
命
を
守
る
た
め

に
は
、
津
波
の
高
さ
や
到
達
時
刻
を
よ
り
正
確
に

推
定
し
、
即
時
に
情
報
を
出
す
必
要
が
あ
り
、
そ

の
有
効
な
手
立
て
と
し
て
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
式
地

震
計
・
津
波
計
や
沖
合
G
P
S
波
浪
計
の
整
備
・

拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
今
回
の
巨
大
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
真
相
解
明
に
大
変
有
効
だ
っ
た
ツ
ー
ル
が
海
底

ケ
ー
ブ
ル
式
津
波
計
で
し
た
。
こ
れ
は
海
底
で
感

知
す
る
水
圧
の
変
化
か
ら
海
面
の
高
さ
変
化
を
計

算
し
、
陸
上
の
研
究
所
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ー

タ
を
送
信
し
続
け
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
観
測
点

の
あ
る
水
深
千
～
三
千
ｍ
で
は
、
例
え
ば
二
〇
〇

三
年
十
勝
沖
地
震
の
場
合
は
十
唖
足
ら
ず
の
海
面

高
の
変
化
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
五
ｍ

に
達
し
ま
し
た
。
津
波
は
水
深
が
浅
く
な
る
に
つ

れ
て
高
く
な
り
ま
す
か
ら
（
十
勝
沖
地
震
の
場
合

で
恐
ろ
し
く
巨
大
な
津
波
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
G
P
S
波
浪

計
も
同
様
に
、
津
波
が
陸
に
達
す
る
十
五
分
前
か

ら
海
面
高
の
異
常
を
観
測
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
情
報
を
も
っ
て
す
れ
ば
よ
り
長
い
避
難

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
残
念
な

こ
と
に
、
気
象
庁
の
当
時
の
津
波
警
報
は
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
採
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
象
庁
で
は
予
想
津
波
波
高
の
ク
ラ
ス
分
け
を

見
直
し
、
平
成
二
十
五
年
三
月
七
日
か
ら
新
し
い

基
準
の
津
波
警
報
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
今

後
、
海
底
と
海
上
に
お
い
て
整
備
さ
れ
た
観
測
網

か
ら
地
震
動
、
海
面
変
動
の
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
気
象
庁
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
揺

れ
や
津
波
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
、
津
波
の
高

さ
を
格
段
に
高
い
精
度
で
推
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
住
民
は
、
い
ま
ま
で
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
的
確
な
緊
急
地
震
速
報
、

津
波
警
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
か
ら
二
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
東
北
地
方
と
北

東

東北大学災害科学国際研究所・

特任助教、博士（理学）。

千歳市出身。東北大学在学時

に2010年チリ地震津波に伴う

高台避難を経験し、災害時の

情報発信のあり方に疑問を持

つ。北海道大学地震火山研究

観測センター研究員を経て

2013年4月より現職。専門は

海底地震学。研究テーマはプ

レート境界型巨大地震の発生

メカニズムの解明。

東 龍介

は
、
白
糠
沖
に
あ
る
水
深
二
千
m
の

海
底
ケ
ー
ブ
ル
観
測
点
上
で
十
唖

だ
っ
た
波
高
が
海
岸
で
数
ｍ
に
）、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
観
測
さ
れ
た
時
点
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あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

三國莉愛來ちゃん
み く に り あ ら

（元大・里恵）
Ｈ24.4.11生(本町)

我が家の元気いっぱい

のやんちゃ娘です!!

佐々木晴琉ちゃん
さ さ き は る

（陵・尚子）
Ｈ24.4.1生(歌別)

パパゆずりのタレ目笑

顔でいつもみんなを癒

してくれます。

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

熊澤ひなたちゃん
くまざわ

（大吾・香織）
Ｈ24.4.14生(大和)

歌と食べることが、

大好きな女の子です。

1歳おめでとう☆

国本彩楓ちゃん
くにもとあ や か

（直樹・さなえ）
Ｈ24.4.12生(本町)

お手てでキラキラ大得

意。パパとママの宝

物。元気に育ってね。

雪
解
け
を
迎
え
る
四
月
頃
か
ら
、
自
転

車
を
利
用
す
る
機
会
も
増
え
、
盗
難
被
害

も
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

○
自
転
車
に
は
、
Ｕ
字
型
や
ワ
イ
ヤ
ー
型

等
の
丈
夫
な
鍵
を
付
け
る
な
ど
「
ツ
ー

ロ
ッ
ク
」
に
し
て
、
大
切
な
自
転
車
を

盗
難
被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
た
め
に

自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

防
犯
登
録
は
、
自
転
車
の
販
売
店
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
防
犯
登
録
を
し

て
お
く
と
、
登
録
番
号
や
車
体
番
号
か

ら
持
ち
主
が
わ
か
る
の
で
、
盗
難
に

体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
検
査
内
容

五
悪
の
血
液
を
採
血
し
、

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
抗
体
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

浦
河
保
健
所

子
ど
も
・

保
健
推
進
課（
緯
〇
一
四
六
‐

二
二
‐
三
〇
七
一
）

●
受
付
時
間

あ
っ
た
と
き
で
も
早
期
に
被
害
回
復
の
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
警
察
署

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
〇
一
一
〇

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
1
抗
体
検
査

月
曜
日
～
金
曜
日

九
時
～
十
二
時
／
十
三
時
～
十
七
時

※
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

検査日時
（13：30～15：30）

予約受付期限
（各日12時まで）

04月10日04月08日

05月15日05月13日

06月05日06月03日

07月03日07月01日

08月07日08月05日

09月04日09月02日

10月02日09月30日

11月06日11月01日

12月04日12月02日

01月15日01月10日

02月05日02月03日

03月05日03月03日

ＨＴＬＶ－１抗体検査

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部
の
平
成
二
十
五
年
度
保
険
料

率
は
十
・
一
二
％
に
据
え
置
き
に
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
保
険
料
率
を
上
げ
な
い
た
め
に

は
、
一
人
一
人
の
健
康
管
理
・
健
康
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
被

保
険
者
（
本
人
）
に
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
検
診
、
被
扶
養
者
に
は
特
定
健
診
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
び
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

緯
〇
一
一
‐
七
二
六
‐
〇
三
五
二

浦
河
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
抗

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
枯
れ
草
や
枯
れ

枝
の
火
入
れ
を
行
う
機
会
が
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
火
入
れ
の
際
は
事
前
に
消
防

署
へ
連
絡
を
し
、
許
可
を
得
て
か
ら
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
※

火
入
れ
の
煙
を
火
事

と
間
違
え
、
消
防
署
に
通
報
が
来
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

ま
た
、
ご
み
（
家
庭
用
ご
み
等
）
の
野

外
焼
却
は
、
煙
や
悪
臭
に
よ
り
周
囲
の
住

人
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
有
害
物
質
等
に
よ
る
健
康

火
入
れ
を
行
う
前
に
…
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弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

15：45

4月16日
えりも相談所
（保健センター）

5月14日様似相談所

5月7日浦河相談所

13：30
～

16：30

4月10日・15日・17日・22日・
24日、5月1日・8日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

縫
い
合
わ
す
端
切
れ
い
ろ
い
ろ
春
隣
り

凍
滝
の
裏
一
筋
の
水
走
る

い
て
た
き

膝
に
の
る
冬
日
の
ま
ろ
く
坐
し
て
を
り

ひ
ざ

ざ

寒
の
月
心
ゆ
く
ま
で
和
み
居
り

日
髙
嶺
の
裏
ま
で
晴
れ
て
寒
岬

ひ

だ

か

ね

か
ん
み
さ
き

本
流
の
ま
だ
太
く
な
る
雪
解
川

ゆ

き

げ

が

わ

（
え
り
も
吟
社
）

佐
々
木
蓉
子

佐
々
木
凌
子

鈴
木

周
子

曽
田
つ
ゆ
子

長
岡

青
風

小
山
内
栄
峰

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回 樺

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

五
月
二
十
六
日
投
・
開
票

焔
え
り
も
町
商
工
会
女
性
部

交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
へ

新
入
学
児
童
交
通
安
全
の
鈴

焔
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
会

や
ま
と
苑
へ

タ
オ
ル
、
ウ
エ
ス
等
ダ

ン
ボ
ー
ル
四
十
箱
分

焔
淡
路
静
子
さ
ん
（
歌
別
）

竃
ご
寄
付

焔
小
助
川
弘
美
さ
ん（
福
岡
県
）

十
万
円

焔
山
本
昌
利
さ
ん（
愛
知
県
）

三
万
円

焔
北
田
久
子
さ
ん（
札
幌
市
）

一
万
円

焔
田
中
忍
さ
ん（
神
奈
川
県
）

五
万
円

先
月
号
の
広
報
に
お
い
て
、
任
期

満
了
（
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一

日
）
に
よ
る
え
り
も
町
長
選
挙
の
日

程
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、

町
議
会
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
町
長
選
挙
と
同
時
に
町
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
現
時
点
に
お
け
る
議
員
の

不
足
数
は
一
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

え
り
も
町
長
選
挙

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

の
お
知
ら
せ

・
開
催
日

四
月
二
十
五
日
（
木
）

・
時

間

町
長
選
挙
立
候
補
予
定

者

午
後
二
時
～

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

立
候
補
予
定
者

午
後
四
時
～

・
場

所

役
場
二
階
集
団
指
導
室

・
内

容

立
候
補
届
出
の
手
続
き
、

選
挙
運
動
等
に
つ
い
て

・
問
い
合
わ
せ
先

え
り
も
町
選
挙
管
理
委
員
会

緯
二
‐
二
一
一
二

立
候
補
予
定
者
説
明
会

山
田
マ
リ
子
さ
ん
（
笛
舞
）

三
万
円

歌
別
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
工
藤
博
則
さ
ん
（
目
黒
）

目
黒
生
活
館

ス
リ
ッ
パ
六
十
足

焔
松
本
與
久
さ
ん
（
目
黒
）

目
黒
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

目
黒
自
治
会
へ

二
万
円

焔
石
井
真
貴
子
さ
ん
（
本
町
）

住
吉
自
治
会
へ

二
万
円

焔
創
価
学
会
え
り
も
支
部
青
年
部

や
ま
と
苑
へ

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
等
四
百
五
十
五
枚

焔
山
田
マ
リ
子
さ
ん
（
笛
舞
）

笛
舞
自
治
会
へ

五
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

焔
鈴
木
陽
子
さ
ん
（
兵
庫
県
）

五
万
円

焔
山
﨑
孝
行
さ
ん
（
札
幌
市
）

三
万
円

焔
佐
々
木
泉
顕
さ
ん
（
札
幌
市
）二

十
万
円

焔
小
林
強
さ
ん
（
浦
河
町
）

一
万
円

被
害
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
や
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

互
い
に
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
快
適

な
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

消
防
え
り
も
支
署

緯
二
‐
二
〇
三
八
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え
り
も
中
学
校
入
学
式
（
同
校

体
育
館
／
9
時
～
）

え
り
も
岬
小
学
校
・
笛
舞
小
学

校
・
庶
野
小
学
校
・
え
り
も
小

学
校
・
え
り
も
高
校
入
学
式
（
各

校
体
育
館
／
え
り
も
岬
小
・
笛

舞
小

時
～
／
庶
野
小

時

10

10

30

分
～
／
え
り
も
小

時
～
／
え

11

り
も
高

時

分
～
）

13

30

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
一
般

時
～

時
）

30

１４

15

百
人
浜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー

プ
ン
（
9
時
～
）

百
人
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン
（

時
～
）

10

え
り
も
「
う
に
祭
り
」（
ス
ポ
ー

ツ
公
園
／

時
～
）

10

温
水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
（

時
10

～
）

ス
ポ
ー
ツ
公
園
オ
ー
プ
ン
（
9

時
～
）

金木水火月
4/54/44/34/24/1

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科
○○○○○庶野診

4/124/114/104/94/8
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○(代診)午前のみ(代診)午前のみ○(②参照)○外科
○○○○○庶野診

4/194/184/174/164/15
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○(②参照)午前のみ午前のみ○(②参照)○(②参照)外科
○○○13～15時医師不在○庶野診

4/264/254/244/234/22
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○(②参照)午前のみ午前のみ○○(②参照)外科
○○○○○庶野診
5/35/25/14/304/29

休 診
○○検査日

休 診
内科町

立 午前のみ午前のみ○外科
午前のみ○○庶野診

5/105/95/85/75/6
午前のみ○○検査日

休 診
内科町

立 ○午前のみ午前のみ○外科
○○○15時～診療庶野診

北海道・えりも町企画課 住所：北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地 電話：０１４６６-2-2111

Eメール：erimo@sage.ocn.ne.jp FAX：０１４６６-2-4633 発行日：平成２5年4月2日

土地・家屋の評価額のご確認を

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,641人 女 2,646人）

（平成25年2月28日現在）

177人

294人

1,000人

907人

709人

358人

401人

561人

717人

163人

5,287人

67世帯

118世帯

433世帯

397世帯

309世帯

133世帯

132世帯

212世帯

274世帯

77世帯

2,152世帯

転入 転出7人 5人

出生 死亡4人 5人

月 の 税の う ご き

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

４月の行事

町立診療所・庶野診療所の診療表
●受付時間・電話番号

庶野診療所(緯4-2219)

09時00分～11時30分

14時00分～16時30分

町立診療所(緯2-2265)

0８時30分～11時30分

13時00分～16時30分

○印は午前・午後とも診察

③4/16は13時～15時まで医師不在となります。

（時間が前後する場合もあります）

④5/2は午後から休診です。

⑤5/7は15時から診療が始まります。

４
日

５
日

６
日

８
日日

17
日
20

日
27

日
28

日
29

庶
野
保
育
所
入
所
式
・
え
り
も

岬
保
育
所
入
所
式
（
庶
野
保
育

所
9
時

分
～
／
え
り
も
岬
保

30

育
所

時

分
～
）

10

30

中
央
保
育
所
入
所
式
（
9
時
30

分
～
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
～

日
ま
で
）
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６ 月 お し税 の

固定資産税の縦覧制度
～５月３１日まで

ら せ

固定資産税の納税者が所有

する土地や家屋の評価額を他

の方と比較できる「固定資産

税の縦覧制度」を実施してい

ます。

この機会にぜひご利用くだ

さい。

税務課課税係 緯2-4620

庶 野
診療所

①4/11～4/12の外科は、医師学会出席のため、代替医師となります。

②次の日は、学校健診のため、外科の午後からの診察は15時30分か

らとなります。（4/9・4/15・4/16・4/19・4/22・4/26）

町 立
診療所

都合により、診療
表が急遽変更となる
場合もあります。
ご了承ください。


